
評 価 書 

 

１．評価対象施策 

 

競争政策の普及啓発等 

 競争政策の広報・広聴 

 

２．担当課室 

官房総務課、局総務課、会計室 

 

３．評価の実施時期 

令和６年４月～６月 

 

４．施策の実施状況（政策評価を行う過程において使用した資料その他の情報） 

令和２年度から令和５年度までの各年度における施策の実施状況は別添の

とおり。 

 

５．評価の観点、政策効果の把握の手法及びその結果 

担当課室において、行政事業レビューシートを活用し、ロジックモデルを用

いて施策のアウトカム等を検証することで、主に有効性の観点から評価を実

施した（別紙の各「アクティビティ」～「長期アウトカム」欄。）。 

また、担当課室において、以下のとおり、施策のボトルネックの特定とその

解消策の検討を行った（別紙の「事業所管部局による点検・改善結果」欄）。 

点

検

結

果 

【活動内容①】Ｘについては、フォロワー数、平均インプレッション

数といった数値を参照しているところ、フォロワー数の増加率が昨年

度に比べて鈍化しているとともに、平均インプレッション数がほぼ横

ばいであり、公正取引委員会の取組に関心を持つ国民の増加率が鈍化

していると考えられる。 

【活動内容②】各地域で行う一日公正取引委員会のイベントのうち講

演会など、積極的に参加を呼び掛けても参加者が集まらないものがあ

り、必ずしも地域のニーズを的確に捉えて開催できていない。 

【活動内容③】アウトプット及びアウトカムの状況を踏まえれば、国

民各層からの意見・要望を的確に把握し、聴取対象者から聴取した意

見・要望を競争政策に反映することによって、独占禁止法や下請法の

違反行為の未然防止を図ることに寄与したものと考えられる一方で、

必ずしも十分に活用されていないと考えられる意見・要望も存在する。 

【活動内容④】公正取引委員会では政府方針に掲げられた課題に係る

別添３



様々な取組を行っているところ、動画の制作に時間がかかり、インボ

イス制度に係る動画しか制作できておらず、政府方針に掲げられた課

題に係る他の動画が制作できていないため、事業者に対してこれらの

取組に関する情報が十分に届いていない。 

【活動内容⑤】中期アウトカムの定量的な評価指標として、研修後の

アンケート結果を使用しているところ、年間２万件以上のアンケート

の回収・集計作業を行っている。 

そのアンケートは受講者に紙又は Word ファイルに入力してもらうこ

とになっているところ、回収したアンケートは１件ずつ Excel ファイ

ルに入力して集計作業を行っており、多くの時間を要している。その

ため、アンケート結果の把握及び理解度向上のための改善点等のフィ

ードバックに時間を要している。 

加えて、研修が集中する時期（例えば 10 月、11 月）にアンケートの集

計作業も集中することから年間業務の平準化が出来ない。 

改

善

の

方

向

性 

【活動内容①】Ｘのユーザーが公正取引委員会の取組に関心を持つよ

うな投稿を継続して行っていくため、Ｘのユーザーに対して、公正取

引委員会からどのような情報発信を求めるかなどを確認するアンケー

トを実施するなどして、Ｘのユーザーのニーズを確認する。 

【活動内容②】各地域で行う広報イベントについては、参加者の関心

に対応した広報活動のあり方について検討する。 

【活動内容③】国民各層の意見・要望を的確に把握しつつ、聴取対象

者から聴取した意見・要望がより一層活用されるよう、関係する課室

に対して効果的に情報共有を行うための方策を検討する。 

【活動内容④】政府方針に掲げられた課題に係る公正取引委員会の取

組に関する情報を迅速かつ幅広く周知できるよう、動画の制作期間を

短縮化し、動画の制作本数を増加させる。現在、動画制作業者に依頼

する際には、絵コンテ等から業者に作成してもらっているところ、絵

コンテ等は公正取引委員会側で作成するなどして、動画の制作期間を

短縮化する。 

【活動内容⑤】アンケートの集計作業の改善として、オンラインフォ

ームでのアンケート入力を依頼することで、アンケートの集計作業の

負担が軽減されるものと考えられる。 

そのため、令和６年度から試行的にオンラインフォームでのアンケー

トを実施しているが、今後も、対面及び Web 配信の開催方法に関わら

ず、オンラインフォームでのアンケートの導入を積極的に進める。 

 

６．第三者の知見の活用 



政策評価・行政事業レビュー外部有識者合同会合における政策評価委員の

主な意見は以下のとおりである（別紙の「外部有識者の所見」欄）。 

【活動内容①、②、④】 

○ 広報の中には、公正取引委員会の活動内容や独占禁止法

等の一般的な内容だけでなく、特定の業界に向けた取組の

内容等、多様な要素があるので、それらを上手く連動させ

た広報活動を行ってほしい。 

【活動内容⑤】 

○ 説明会等におけるアンケートは、是非オンラインフォー

ムの導入を積極的に進めてほしい。 

池谷委員 

【活動内容①】 

○ Ｘのフォロワー数、平均インプレッション数といった量

に加えて、いかに良好な反応を得られるかといった「質」

も追求していってほしい。 

多田委員 

【活動内容①、②、④】 

○ 多岐にわたる公正取引委員会の業務について、多様な手

段を活用し、幅広い層に周知する努力がうかがえる。 

中村委員 

【活動内容②】 

○ 過去に総務省と実施した実証的共同研究（競争政策にお

ける広報の効果測定に係る調査・分析）において得られた

知見が活かされているのは良いことである。 

南島委員 

 

７．政策評価の結果 

本施策は、競争政策について国民各層の理解の増進を図るとともに、独占禁

止法や下請法、入札談合等関与行為防止法の違反行為の未然防止を図る上で

有効な取組であったと評価できる。今後、前記５の「改善の方向性」に記載し

た取組を行うことで施策の更なる改善を図る。 
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・令和５年度 公正取引委員会年次報告 

URL：https://www.jftc.go.jp/soshiki/nenpou/r5.html 

（第４章第６ 入札談合の防止への取組、第13章 広報・広聴等に関する業務） 

 

・令和４年度 公正取引委員会年次報告 

URL：https://www.jftc.go.jp/soshiki/nenpou/r4.html 

（第４章第８ 入札談合の防止への取組、第12章 広報・広聴等に関する業務） 

 

・令和３年度 公正取引委員会年次報告 

URL：https://www.jftc.go.jp/soshiki/nenpou/r3.html 

（第４章第６ 入札談合の防止への取組、第12章 広報・広聴等に関する業務） 

 

・令和２年度 公正取引委員会年次報告 

URL：https://www.jftc.go.jp/soshiki/nenpou/r2.html 

（第５章第６ 入札談合の防止への取組、第12章 広報・広聴等に関する業務） 

 

別添 


